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引いたカードの範囲 

 

 １，２，３，…と１以上の整数が書かれたカードが１枚ずつあります。まずＡ君が１枚カードを引きま

す。次にＢ君がＡ君より大きく，かつ３以上の数のカードを１枚引きます。最後にＣ君がＡ君とＢ君の数の

差以下の数のカードを１枚引きます。 

そして，Ｄ君が「Ａ君とＣ君のカードの差」と「Ｂ君とＣ君のカードの差」の和を計算して伝えます。 

 

（１）Ｄ君が５と伝えました。Ａ君，Ｂ君，Ｃ君が引いたカードの組み合わせは何通り考えられますか。 

 

（２）Ｄ君が１００と伝えました。Ａ君，Ｂ君，Ｃ君それぞれについて，引いた可能性のあるカードのうち

で数が最も小さいものと大きいものを答えなさい。 

 

 

 

 

 

（３）Ｄ君が計算した答えを伝えました。このとき，Ｂ君が引いた可能性のあるカードのうちで最も小さい

ものは２２２のカードでした。このとき，Ｄ君が伝えた答えと，Ａ君，Ｂ君，Ｃ君それぞれについて，

引いた可能性のあるカードのうちで数が最も小さいものと大きいものの組み合わせをすべて答えなさ

い。解答らんはすべて使うとはかぎりません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 Ａ君 Ｂ君 Ｃ君 

最小    

最大    

Ｄ君  Ａ君 Ｂ君 Ｃ君 

 
最小  ２２２  

最大    

Ｄ君  Ａ君 Ｂ君 Ｃ君 

 
最小  ２２２  

最大    

Ｄ君  Ａ君 Ｂ君 Ｃ君 

 
最小  ２２２  

最大    

Ｄ君  Ａ君 Ｂ君 Ｃ君 

 
最小  ２２２  

最大    
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引いたカードの範囲 （１）１４通り （２）（３）解説参照 

 

（１）Ｃ君のカードがＢ君のカードより小さいことはきまっているので，Ａ君のカードより大きい場合と小

さい場合に分けて考えます。 

 

  Ａ君のカードより大きい場合 

   図①のようにＡとＣの差を○，ＢとＣの差を△とします。○＋△＝５なので，ＢはＡより５大きく，

Ｃは５以下，Ａは４以下となります。 

   ・Ａ＝４…Ｂ＝４＋５＝９，Ｃ＝５の１通り 

   ・Ａ＝３…Ｂ＝３＋５＝８，Ｃ＝４，５の２通り 

   ・Ａ＝２…Ｂ＝２＋５＝７，Ｃ＝３～５の３通り 

   ・Ａ＝１…Ｂ＝１＋５＝６，Ｃ＝２～５の４通り 

  あわせて，１＋２＋３＋４＝１０（通り）です。 

 

Ａ君のカードより小さい場合 

   図②のようにＡとＣの差を○，ＡとＢの差を□とします。○×２＋□＝５なので， 

（○，□）＝（１，３），（２，１）のいずれかです。 

   ・（１，３）…Ｃは３以下なので，（Ｃ，Ａ，Ｂ）＝（３，４，７），（２，３，６），（１，２，５） 

の３通りです。 

・（２，１）…Ｃ＝１なので，（Ｃ，Ａ，Ｂ）＝（１，３，４）の１通りです。 

  あわせて，３＋１＝４（通り）です。 

 

   図② 

 

 

 

   以上より，１０＋４＝１４（通り）です。 
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Ｂ Ｃ Ａ 

○ □ 

Ｂ Ｃ Ａ 

○ △ 

図① 
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（２）（１）同様に，Ｃ君のカードがＡ君のカードより大きい図③の場合と小さい図④の場合で考えます。 

 

   図③            図④ 

 

 

 

   図③の場合，Ｃ君のカードは２以上１００以下です。Ｃ＝２の場合，Ａ＝１，Ｂ＝１０１です。 

Ｃ＝１００の場合，Ａは最大で９９，Ｂは１９９です。 

 図④の場合，○×２＋□＝１００で，Ｃは□以下です。（○，□）はそれぞれが最大の場合と最小の

場合で，（○，□）＝（４９，２），（１，９８）です。（○，□）＝（４９，２）の場合，Ｃ＝１とする

とＡ＝１＋４９＝５０，Ｂ＝５０＋２＝５２です。（○，□）＝（１，９８）の場合，Ｃ＝１とすると

Ａ＝１＋１＝２，Ｂ＝２＋９８＝１００で，Ｃ＝９８とするとＡ＝９８＋１＝９９，Ｂ＝９９＋９８＝

１９７です。 

 以上より，次のようになります。 

 

 【解答】 

 

 

 

 

 

（３）（２）をもとに，Ａ～Ｃ君の最小と最大がどのように決まるのかを考えます。Ｄ君の計算した答えを

◇とします。図⑤の場合は○＋△＝◇であればよいので，Ａは最小で１になります。また，ＡとＢの差

は，図⑤では◇であるのに対して，図⑥では○×２＋□＝◇の□ですから，図⑤の◇が最大です。よっ

て，Ｃの最大は，図⑤においてＣのカードを◇とした場合であり，このときにＡは◇－１です。図⑥に

おいて◇＝○×２＋□であり，Ａは最大でもＣ＝○のときの○＋□ですから，必ず◇より小さくなるの

で，Ａの最大は◇－１です。Ｂの最大は，図⑤の場合はＡ＋◇＝（◇－１）＋◇＝◇×２－１です。図

⑥の場合はＡの最大が◇－１以下であり，ＡとＢの差の□は◇より小さいので，◇×２－１がＢの最大

です。 

   図⑤ 

 

 

   図⑥ 

  

 Ａ君 Ｂ君 Ｃ君 

最小 １ ５２ １ 

最大 ９９ １９９ １００ 

Ｄ君  Ａ君 Ｂ君 Ｃ君 

◇ 
最小 １  １ 

最大 ◇－１ ◇×２－１ ◇ 
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   引き続き，残ったＢの最小について考えます。図⑤の場合，Ｂは◇より大きくなりますが，既に（２）

においてＢの最小は◇より小さくなっているので，図⑥を考えます。図⑥では○×２＋□＝◇ですから，

○が大きく□が小さいほど，Ｃは小さくなり，Ｂ＝Ｃ＋○＋□も小さくなります。この場合，◇が奇数

か偶数かで変わってきます。 

 

  ◇が奇数の場合 

   ○×２＋□＝◇の□＝１でＣ＝１，○＝
◇−１

２
となって， 

Ｂ＝Ｃ＋○＋□＝１＋
◇−１

２
＋１＝

◇

２
＋１.５です。 

 

  ◇が偶数の場合 

   ○×２＋□＝◇の□＝２でＣ＝１，○＝
◇−２

２
となって， 

Ｂ＝Ｃ＋○＋□＝１＋
◇−２

２
＋２＝

◇

２
＋２です。 

 

   よって，Ｂ＝２２２のとき， 

  ◇が奇数なら２２２＝
◇

２
＋１.５より◇＝４４１， 

  ◇が偶数なら２２２＝
◇

２
＋２より◇＝４４０，となり，次の２通りが答えとなります。 

 

   【解答】 

 

 

 

 

Ｄ君  Ａ君 Ｂ君 Ｃ君 

４４１ 
最小 １ ２２２ １ 

最大 ４４０ ８８１ ４４１ 

Ｄ君  Ａ君 Ｂ君 Ｃ君 

４４０ 
最小 １ ２２２ １ 

最大 ４３９ ８７９ ４４０ 

最難関問題 


